
学校番号 3005 

令和５年度 機械電気科 

 

教科 工業 科目 電子機械 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電子機械」（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

本科目は課題研究に発展することができる内容が多々あります。授業を通して回路図や製品、プリン

ト等を使って説明していきますので注意点をしっかり記述してください。また授業では「テーマ」を

設け、グループに分かれてインターネットを活用した調べ学習ののち意見交換し、グループ発表を行

います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

電子機械における各分野の技術の基礎を理解させ、これを実際に活用する能力を養う。さらに、課題

研究の一助となるよう具体例や回路などを積極的に紹介する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

「メカトロニクス」

に関する技術に関

心・興味をもち、意欲

的に課題を探究する

とともに、自ら課題

の解決に向けて考え

る態度を身につけよ

うとする。 

「メカトロニクス」

に関する技術のさま

ざまな課題を見つ

け、実習、観察などを

とおして個人や社会

との関連について考

え、結果を論理的に

分析し総合的に判断

できる。また、その内

容を的確に表現する

ことができる。 

 

「メカトロニクス」

に関する観察力と技

能を習得するととも

に、システムをつく

り出すアイディアを

引き出し、自ら創意

工夫してものづくり

に取り組むことがで

きる。 

「メカトロニクス」

に関する技術をとお

して、機械・電子・情

報などの技術がシス

テム的・総合的に構

成されていることを

理解する。また、これ

らの問題点を解決す

るための基礎知識、

制御技術について理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

出席状況 

確認テスト 

ノート 

学習状況の観察 

出席状況 

確認テスト 

ノート 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
１
章
・第
２
章
・第
３
章 

１章電子機械と産業社会 

1.1 身近な電子機械 

1.2 電子機械と生産ライ

ン 

２章機械の機構と運動の

伝達 

2.1 基本的な機械要素 

2.2 基本的な機構 

 

３章センサとアクチュエ

ータの基礎 

3.1 センサの基礎 

3.2 アクチュエータ駆動

素子とその回路 

3.2 アクチュエータと 

その利用 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

a:身近な電子機械に関心を持

ち、構成する機械部品の構造

を意欲的に探究することが

できる。 

b:電子機械が産業界にどのよ

うに貢献し、機械的な各要素

の組み合わせを説明するこ

とができる。 

c:基本的な機構の特徴および

活用例について調査・観察が

でき、センサ等を状況に応じ

て選択することができる。 

d:機械運動の変換・伝達機構や

各種センサ・アクチュエータ

の動作原理・特徴を理解して

いる。 

学習状況の

観察 

出席状況 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

後
期 

第
４
章
・第
５
章
・第
６
章 

４章シーケンス制御の 

基礎 

4.1 シーケンス制御の 

基礎 

4.2 リレーシーケンス 

4.3 プログラマブルコン

トローラ 

 

５章コンピュータ制御の

基礎 

5.1 インターフェースと

伝送規格 

5.2 コンピュータによる

制御 

 

６章メカトロニクスの 

活用 

6.1 電子機械設計の概要 

6.2 歩行ロボットの設計 

 

 

 

〇 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

a:リレーやプログラマブルコ

ントローラに関心を持ち、そ

の用途を意欲的に探究する

ことができる。 

b:コンピュータによる制御方

法を自ら考え、プログラミン

グの結果を考察することが

できる。 

C:自分で考えた自動制御回路

を組み立てることができる。

またコンピュータを利用し

て制御信号の入出力ができ

る。 

d:今までの学習成果を応用・発

展させ、設計に必要な知識と

して活用することができる。 

 

学習状況の

観察 

出席状況 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 



 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


